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社団法人全国高等専門学校体育協会マーク

全国高等専門学校体育協会マーク

手は技術を表わす。

手を開いた親指の部分を首、他の 4本 を翼にして、鳩を表徴している。

鳩は平和と共に伝書鳩の速力と正確さを表徴する。

下の楕円は大地を意味し、技術がしっかりと地についたものであること

を求める。

心、技、体の 3つが立派に調和した姿を青年諸君に強く期待する。
私はこのような心持でこのマークを作ったのである。

昭和42年 盛夏             赤 澤 銭太郎

作家のご紹介

都高等工芸学校助教授

都市染色試験所図案部長
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あ い さ つ

社団法人 全国高等専門学校体育協会

長 長 谷 川  淳

このたび、北海道を担当地区として開催されます第弔回全国高等専門学校体育大会に、全国61校 62

キャンパスの高等専門学校を代表する学生諸君が集い「北の大地で輝く瞬間」をスローガンに、盛大

なる若人の祭典が繰り広げられますことは、誠に喜びにたえません。

函館工業高等専門学校を担当校とし、同校並びに旭川工業高等専門学校、苫小牧工業高等専門学校、

釧路工業高等専門学校及び神戸市立工業高等専門学校の 5校を開催校として14種目が行われます。全

国 8地区の予選を勝ち抜いて本大会に出場の栄誉を得られた皆さんが、厳しい練習の中でこれまで培

ってこられた力を遺憾なく発揮され、正々堂々と健聞されるとともに、それぞれの競技を通して全国

高専生の友情の輪が育まれることを期待しております。

本大会の目的は、高等専門学校教育の一環として、学生に広くスポーツ実践の機会を与え、技術の

向上とアマチュアスポーツ精神の高揚を図り、心身とも健康な学生を育成するとともに、高等専門学

校相互の親睦を図ることにあります。

参加される皆さん一人ひとりが本大会の目的を念頭におかれ、高等専門学校の学生として、スポー

ツを愛する人間として節度ある行動のもとに、所期の目的を達成されますことを期待します。

終わりになりますが、本大会の開催に当たり多大なるご尽力をいただきました競技開催校の関係者

各位に深く感謝いたします。

また、主催していただました各競技団体、ご支援くださいました文部科学省、財団法人日本体育協

会、北海道、函館市、苫小牧市、旭川市、釧路市をはじめ、多数の関係機関・団体、ご協力ください

ました多くの皆様に心よりお礼申し上げ挨拶といたします。

〈
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祝 辞

文 部 科 学 大 臣

鈴 木 恒 夫

第4回全国高等専門学校体育大会が、全国各地から多数の選手・関係者の参加を得て盛大に開催さ

れますことを、心よりお祝い申し上げます。

日ごろから厳しい練習に取り組み、晴れて全国大会の舞台に出場された選手の皆さん、本当におめ

でとうございます。また、選手をこれまで支えてきた指導者、御家族の皆さんの尽力に心から敬意を

表します。

我が国においては、複雑化する社会の中で、人間関係が希薄となって、精神的ストレスが増加した

り、 日常生活において体を動かす機会が減少することによって、体力が低下したりするなど、心身両

面にわたる健康上の問題が顕在化してきています。そうした中でスポーツは、心身の健全な発達を促

し、人々に夢や感動を与えるとともに、人と人とのつながりを深める重要な役割を担ってきました。

本大会は、全国の高等専門学校生の目指す最高峰の大会であると同時に、学生の心身の健康の保持

増進や我が国のスポーツ振興に大きく貢献してきた伝統ある大会です。

選手の皆さんは、それぞれ健康状態を万全に保ち、 日ごろ積み重ねてきた練習の成果を最大限に発

揮してください。また、全国各地から集まった仲間との親睦を大いに深め、今後の人生における大き

な財産としてくれることを期待します。

結びに、社団法人全国高等専門学校体育協会をはじめ、本大会の開催に尽力された関係の皆様に深

く敬意を表するとともに、本大会が今後ますます発展することをお祈りして、祝辞といたします。

-2-



あ い さ つ

第4回全国高等専門学校体育大会

実行委員長 長  谷  り|1   淳
(函館工業高等専門学校長)

このたび、全国61校の高等専門学校を代表する2,∝Ю有余名の選手の皆さんをここ北海道にお迎え

し、第4回全国高等専門学校体育大会を開催できますことを、たいへんうれしく思います。開催校の

各高等専門学校及び担当校を代表して心から歓迎申し上げます。

本大会は、14種目の競技が苫小牧高専 (バ レーボール・サッカー・水泳)、 旭川高専 (バスケット

ボール・硬式野球・テニス)、 釧路高専 (ソ フトテニス・卓球・剣道・ハンドボール)、 神戸市立高専

(ラ グビーフットボール)、 函館高専 (陸上・柔道・バトミントン)の 5高専で開催されます。

第■回大会のスローガンは、『北の大地で輝く瞬間』です。このスローガンには、各地区の代表と

して全国大会に出場する選手の皆さんが、 日頃の練習の成果を主開催地域である北海道で遺憾なく発

揮され、青春の熱き瞬間を満喫していただきたいという思いが込められています。

また、北海道洞爺湖サミットが行われた北の大地で、競技に参加された選手の皆さんがお互いの交

流を深め、お互いに輝く一時を過ごしていただきたいという思いも込められています。

この大会を通じて全国の高専生同士が爽やかな友情を育み、学校の枠を越えた親睦と交流が一層深

められ、選手の皆さんにとって、北の大地、北海道が生涯の輝かしい思い出の一時となることを祈念

する次第です。

終わりになりますが、本大会を開催するに当たり、多大なご支援、ご協力をいただきました関係諸

団体並びに関係各位に心から感謝申し上げまして、歓迎の挨拶といたします。

||「
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(財)日 本 陸 上 競 技 連 盟 会 長

(財)日 本パスケットボール協会会長代行

(財)日 本バ レーボール協会会長

(財)全 日 本 柔 道 連 盟 会 長

(財)日 本 サ ッ カ ー 協 会 会 長

(財)日 本ハ ン ドボール協会会長

(財)日 本 テ ニ ス 協 会 会 長

(財)日 本バ ドミン トン協会会長

函館工業高等専門学校長

貝

長

長谷川   淳

会   長

近畿大学工業高等専門学校長

釧 路 工 業 高 等 専 門学 校 長
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神 戸市立工業高等 専門学校長

苫 小 牧 工 業 高 等 専 門 学 校 長

旭 川 工 業 高 等 専 門 学 校 長

(財)日 本陸上競技連盟副会長

(財)日 本 テ ニ ス協 会 副 会 長

(財)日 本ハンドボール協会副会長

(財)日 本ハンドボール協会副会長

(財)日 本バドミントン協会副会長

文 部 科 学 省 高 等 教 育 局 長

(財)日 本 体 育 協 会 会 長

(財)日 本サ ッカー協会副会長

(財)日 本サ ッカー協会副会長

北   海   道   知  事
函 館 市 長

釧    路    市    長
函 館 市 教 育 委 員 会 教 育 長

釧 路 市 教 育 委 員 会 教 育 長

函 館 市 体 育 協 会 会 長

釧 路 市 体 育 協 会 会 長

(財)北 海 道 体 育 協 会 会 長

北海道バスケットボール協会会長

北海道 ソフ トテニス連盟会長
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文
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(財 )日 本 陸上競技連盟副会長

(財)日 本 テ ニ ス 協 会 副 会 長

(財)日 本ハンドボール協会副会長

(財)日 本ハンドボール協会副会長

(財)日 本バ ドミントン協会副会長
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文部科学省 スボー ツ・ 青少年局長

(財)全 日 本 剣 道 連 盟 会 長

(財)日 本サ ッカー協会副会長

(財)日 本 水 泳 連 盟 会 長

北 海 道 教 育 委 員 会 教 育 長

苫  小  牧  市  長
旭   り|1   市   長
苫小牧 市教 育委員 会教 育長

旭 川 市 教 育 委 員 会 教 育 長

(財)苫 小 牧 市 体 育協 会 会長

(財)旭 川 市 体 育 協 会 会 長

(財)北 海道陸上競技協会会長

北海道バ レーボール協会会長

北 海 道 卓 球 連 盟 会 長
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(社)北 海 道 柔 道 連 盟 会 長

北海道高等学校 野球連盟会長

北海道ハン ドボール協会会長

北海道バ ドミン トン協会会長

道 南 陸 上 競 技 協 会 理 事 長

函館地区バ ドミン トン協会会長

苫小牧バ レーボール協会会長

釧 路 卓 球 協 会 会 長

全 釧 路 剣 道 連 盟 会 長

旭川地区バスケットボール協会会長

人 戸 工 業 高 等 専 門 学 校 長

鹿 児島工業高等専 門学校長

東 京 工 業 高 等 専 門 学 校 長

和歌山工業高等専 門学校長

新 浜 工 業 高 等 専 門 学 校 長

八 代 工 業 高 等 専 門 学 校 長
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(財)北 海 道 剣 道 連 盟 会 長

(財)北 海道サ ッカー協会会長

北 海 道 テ ニ ス 協 会 会 長

北 海 道 水 泳 連 盟 会 長

函 館 柔 道 連 盟 会 長

苫小牧 地区サ ッカー協会会長

釧 路 ソ フ トテ ニ ス 協 会 会 長

釧 路 ハ ン ドボ ー ル 協 会 会 長

北海道高等学校野球連盟旭川支部長

旭 川 テ ニ ス 協 会 会 長
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実 行 委 員 会

釧 路 工 業 高 等 専 門 学 校 長

旭 川 工 業 高 等 専 門 学 校 長

函館 工業高等 専門学校 教務 主事

実 行 委 員 長

函館工業高等専門学校長    長 谷 川

副 委 員 長

得

苫 小 牧 工 業 高 等 専 門 学 校 長

神 戸 市 立 工 業 高 等 専 門 学 校 長

函館 工業 高等 専門学校 学生 主事

彦

彦

清

俊

勝

山

田

田

秋

黒

浦

史

明

司

建

英

隆

浪

橋

明

岸

高

切

徳

基

裕

幸

信

一

広

雅

敏

利

川

島

田
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谷

中

中
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原

樽

田

邊

宮

田

藤

橋

本
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佐

板

青

長
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釧 路 工業高等 専門学校 学生 主事

旭 川 工業高等 専門学校 学生 主事

釧 路 工業高等 専門学校 体育 主任

旭 川 工業高等 専門学校 体育 主任

釧 路 工業高等 専門学校 事務 部 長

旭 川 工業高等 専門学校 事務 部長

函館 工業高等 専門学校 事務 部長

釧 路 工業高等 専門学校 学生課長

旭 川 工業高等 専門学校 学 生課長

島田′―句 有

一

樹

哉
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信

博

男

則

本

耕

正
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茂

雅
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保

苫小牧工業高等専門学校学生主事

神戸市立工業高等専門学校学生主事

苫小牧 工業高等専門学校体育主任

神戸市立工業高等専門学校体育主任

苫小牧工業高等専門学校事務部長

神戸市立工業高等専門学校事務室長

長谷川 博
長 岡
舘 岡
小 西
若狭谷

苫小牧工業高等専門学校学生課長

函館 工業 高等 専門学校 学 生課長

日出夫

彰 宏
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部 長

副部長

清

樹

裕

紀

桂

穂

正

雅

利

　

一

田

岡

田

島

名

川

浦

舘

寺

三

春

中

な

競  技  部

副部長函館 工 業 高 等 専 門 学 校

釧 路 工 業 高 等 専 門 学 校

神戸市立工業高等専門学校

釧 路 工 業 高 等 専 門 学 校

神戸市立工業高等専門学校

神戸市立工業高等専門学校

函 館 工 業 高 等 専 門 学 校

函 館 工 業 高 等 専 門 学 校

函 館 工 業 高等 専 門 学 校

函館 工 業 高 等 専 門 学 校

函 館 工 業 高 等 専 門 学 校

釧 路 工 業 高 等 専 門 学 校

釧 路 工 業 高 等 専 門 学 校

釧 路 工 業 高 等 専 門 学 校

函館 工 業 高 等 専 門 学 校

苫小牧工業高等専門学校

旭 川 工 業 高 等 専 門 学 校

釧 路 工 業 高 等 専 門 学 校

釧 路 工 業 高 等 専 門 学 校

苫小牧 工業高等専門学校

苫小牧 工業高等専門学校

苫小牧 工業高等専門学校

苫小牧 工業高等専門学校

苫小牧 工業高等専門学校

苫小牧工業高等専門学校

旭川 工業 高等 専門学校

苫小牧工業高等専門学校

神戸市立工業高等専門学校

函 館 工 業 高 等 専 門 学 校

中

小

基

哉

広

卓

島

西

昭

敏

安

朋
　
　
国

貝 委  員 関

小森田

清 野

種 目 別 競 技 委 員

陸上競技

委員長

委 員

卓 球
委員長

委 員

剣 道

を員長

委 員

サ ッカー

■ti長

を 員

勝田

林

竹

本

葉

津

小

佐

杉

千

理

貴

志

己

之

宏

仁

緩

晃

平

官

　

畑

野

奥

四

菅

田

清

博

志

晃

淳

直

家

口

橋

浦

坂

高

弘

之

敏

美

之

治

勝

知

久

希

裕

幸

島

田

越

川

野

澤

藤

澤

舟

石

甲

高

睦

昭

巌

明

子

則
　
　
豊

優

崎

山

樫

村

野

古

片

富

戸

水

敏

耕

宏

邦

苅
　
　
間

木

草

麓

本

鈴

努

昭

森

浩

志

朋
　
　
和

智

村

　

藤

島

橋

中

関

佐

大

大

バスケットボール

委員長  旭 川 工 業

委 員  旭 川 工 業
′′  旭 川 工 業
′′  旭 川 工 業
′′  旭 川 工 業

高 等

高 等

高 等

高 等

高 等

専

専

専

専

専

F号

F号

F月

「月

ド月

学 校

学 校

学 校

学 校

学 校

学 校

学 校

学 校

学 校

学 校

禾|」

敬

幸

渡

文

祐

誠

バレーボール

委員長  苫小牧 工業高等専門学校

委 員  苫小牧 工業高等専門学校
′′   苫小牧 工業高等専門学校
′′   苫小牧 工業高等専門学校
′′   苫小牧 工業高等専門学校
′′   苫小牧 工業高等専門学校

ソフ トテニス

委員長  釧 路 工 業 高 等 専 門 学 校

委 員  釧 路 工 業 高 等 専 門 学 校
′′  釧 路 工 業 高 等 専 門 学 校

力千

小

安

夫

樹

国

輝

直

野

尾

橋

清

長

高

人

淳

岳藤

杉

柔 道

委員長

委 員

函館 工 業 高 等 専 門 学 校

函館 工 業 高 等 専 門 学 校

函館 工 業 高 等 専 門 学 校

司

治

格

寛

孝

明

聖

秀

　

彰

義

洋

邊

村

野

野

渕

田

士
心

渡

澤

丹

久

岩

山

硬式野球

委員長

委 員

旭 川 工 業 高 等

旭 川 工 業 高 等

旭 川 工 業 高 等

旭 川 工 業 高 等

旭 川 工 業 高 等

専 門

専 門

専 門

専 門

専 門

ハンドボール

委員長  釧 路 工 業 高 等 専 門 学 校

委 員  釧 路 工 業 高 等 専 門 学 校
〃  釧 路 工 業 高 等 専 門 学 校
″  釧 路 工 業 高 等 専 門 学 校

夫

千ll

康
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テニス

委員長

委 員

水 泳

委員長

委 員

旭 川 工 業 高 等 専 門 学 校

旭 川 工 業 高 等 専 門 学 校

旭 川 工 業 高 等 専 門 学 校

旭 川 工 業 高 等 専 門 学 校

苫小牧 工業高等専門学校

苫小牧 工業高等専門学校

苫小牧 工業高等専門学校

苫小牧 工業高等専門学校

苫小牧 工業高等専門学校

直

二

等

哉

和

健
　
　
雅

俣

谷

藤

海

古

森

後

鳴

悟
　
一　
彦

己

真

彰

智

井

藤

田

木

石

近

保

鈴

井

日

本

西

森

駒

小

森

中

介

充

裕

郎

嗣

一

俊
　
　
　
　
洋

真

波

本

野

島

野

須

バ ドミン トン

委員長  函館 工業 高等 専門学校

委 員  函館 工業 高等 専門学校

'′

  函館 工 業高等 専門学校
′′  函館 工業 高等 専門学校

ラグビーフットボール

委員長   F車 県ラグビーー′フトボール協会会長

委 員  神戸市立 ]:業 高等専円学校

′′   神戸市立工業高等専円学校

′′   神戸市立工業高等専「1学 校

不〒

村

奈

小

小

正 彦
敏

義 則
宏
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第 43 (平成20年度)全国高等専門学校体育大会実施要項ロ

1.開催趣旨
全国高等専門学校体育大会は、高等専門学校教育の一環として、学生に広くスポーツ実践の機会を与え、技術

の向上とスポーツ精神の高揚を図り、心身ともに健康な学生を育成するとともに高専相互の親睦を図ることを目

的として開催する。

2.主  催
社団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

全国高等専門学校体育協会

日,村壼L競技連盟

日本バスケットボール協会

日本バレーボール協会

日本サッカー協会

日本ラグビーフットボール協会

日本ハンドボール協会

日本テニス協会

日本バドミントン協会

3.主  管
(ネD全国高等専門学校体育協会陸上競技専門部、 (社)全国高等専門学校体育協会バスケットボール競技専門
部、 (社)全国高等専門学校体育協会バレーボール競技専門部、 (櫛 御コ高等専門学校体育協会ソフトテニ

ス競技専門部、 (わ 全国高等専門学校体育協会卓球競技専門部、 (ネリ 全国高等専門学校体育胎 桑首湯赦

専門部、 (ω 全国高等専門学校体育1解験 1臆競技専門部、 (ネD全国高等専門学校体育協会野球競技専門部、
(社)全国高等専門学校体育協会サッカー競技専門部、 (ネD全 国高等専門学校体育協会ラグビーフットボール

競技専門部、 (ネD全国高等専門学校体育協会ハンドボール競技専門部、 (社)全国高等専門学校体育協会テ
ニス競技専門部、 (ネD全 国高等専門学校体育船 バドミントン競技専門部、 (ネD全国高等専門学校体育協
会水泳競技専門部、全国高等専門学校サッカー連盟、関西ラグビーフットボール協会

(財)北海道陸上競技協会、 道南陸上競技協会、 北海道バスケットボール協会、北海道バレーボール協会、

北海道ソフトテニス連盟、夕1路ソフトテニス協会、北海道卓球連盟、釧路卓球協会、 (ネD北 海道柔道連盟、

(財)」群戯験1道連盟、 全夕1躍:貪1道連盟、 (財)北海道サッカー協会、 兵庫県ラグビーフットボール協会、

北海道ハンドボール協会、91略ハンドボール協会、北海道テニス協会、九り||テニス協会、北海道バドミントン協

会、北海道水泳連盟

4 .後  援
文部科学省

(財)日本体育協会、 (財)日本ソフトテニス連盟、 (財)日本卓球協会、 (財)全日本柔道連盟、

(財)全日本倹1道連盟、 (財)日本水泳連盟

北海道

北海道教育委員会、兵庫県教育委員会

函館市、旭川市、苫小牧市、釧路市、釧路町

函館市教育委員会、旭川市教育委員会、苫小牧市教育委員会、釧路市教育委員会、釧路町教育委員会、
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神戸市教育委員会

(財)北海道体育協会

函館市体育協会、 (財)旭り|1市体育協会、 (財)苫小牧市体育協会、釧路市体育協会、釧路町体育協会

北海道高等学校野球連盟、旭 |1地区バスケットボール協会、苫′j牧バレーボール協会、苫小牧地区サッカー協会、

函館柔道連盟、函館地区バドミントン協会

朝日新聞社、毎日新聞社、読売新聞社、産業経済新聞社、日本経済新聞社、日刊工業新問社、フジサンケイビジ

ネスアイ、共同通信社、文教ニュース社、北海道新聞社、釧路新聞社、NHK、 札幌テレビ放送、テレビ北海道、

北海道放送、北海道テレビ放送、北海道文化放送

5.担当地区  北海道地区

6_担 当 校  函館工業高等専門学校

7.開 催 校
函館工業高等専門学校、旭り|1工業高等専門学校、苫′l担 業高等専門学校、釧路工業高等専門学校、
神戸市立工業高等専門学校

8 大会期日 平成 20年 8月 17日 (日 )～ 27日 (水 )
平成 21年  1月 4日 (日 )・ 5日 (月 )。 7日 (水)・ 9日 (a
(冬季は、ラグビーフットボール競技のみ)

9.競技種目・競技日程・競技開催校・競技会場  一覧表のとおり

10.事務局
第43回全国高等専門学校体育大会事務局を、函館工業高等専門学校内に置く。
各種日ごとの事務局は該当競技開催校に置く。

11 競1技方,去  各種目別競技実施要項による。

12.参加資格及び参加人数
全国高等専門学校体育大会開催規則 (制定 平成6年 3月 29日総会)及び各種目別競技実施要項による。

13.表  彰
全国高等専門学校体育大会開催規則 (制定 平成6年 3月 29日総会)及び各種目別競技実施要項による。

14.参加申込方法  各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。
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15.競技の組合せ  各種日別競技実施要項又は各種日ごとに定めた方法による。

16.:選手の変更   各種日別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。

17.開会式及び閉会式
(1) 総合開会式は実施しない。
(2) 種目別開会式及び閉会式については、各種目別競技実施要項又は各種日ごとに定めた方法による。

18.打合せのための時間
各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。

19.分担金・及び参加料
(1)分 担 金
分担金は、1校当たり225,000円 とし、別途、社団法人全国高等専門学校体育協会事務局から請
求書が送付されるので、それにより社団法人全国高等専門学校体育協会事務局に納付する。

(2)参 加 料
ア_団体戦は、各種目別競技実施要項記載の金額とする。 1チーム当たりの金額は、「1,750円 ×最大登録

選手数」により積算する。 (ただし、ラグビーフットボールは、 1チーム当たり31,2Ю円)とする。)

イ.個人戦は、選手 1人当たり1,750円とする。

ウ.団ク圏曳に参カロした選手が個人戦に参カロするi場合は、:重複して参力畔斗を徴収しない。
工_納付は、各種目男I謗餃実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。なお、既納の参加糊ま返還しない。

20.宿  合 宿舎の斡旋を希望する学校には、競技開催校で斡旋する。

21.個人情報の取扱い
(1)競技結果について、個人名などをホームページ、報道等に公表して欲しくない者は、学校を通して競技
開催校1事務局に申し出てくださし、事前に申し出のない場合は、公表します。

(2) 「独立行政法人等の保有する個人情報保護に関する法律」に基づき、大会参加申込書等により取得した

個人情報は、大会運営、結果公表等の目的以外には使用いたしません。

22.そ の 他
(1)選手の競技中の事故については、主催者側で応急処置を施すが、その後の処置は当該校で行うこと。

(2)選手は、必ず健康保険証又はそれに代わるものを持参すること。
(3)独立行政法人日本スポーツ振興センター所定の用紙を各学校で持参すること。
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第 43回

競技種目

全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会

・ 競技日程 ・ 開催校 ・ 競技会場一覧表

競  1支  種  目 競  技  日  程 開  催   校 競 技 会 場

陸 上 競 技 平成 20年 8月 17日 (日 ) ||■●1l t高■ II′ ||「「
1(

|′
,1館市 r代台公園「IL競技場

バスケットボール

男 r
平成 20年
8月 23日 (■)～ 24日 (口 ) 旭川 1:業 高■ |■ 11「 ″1交

女 子
平成 20年
8月 23日 (t)～ 24日 (日 )

旭川藤女r高校
旭川市総合体育館

バ レーボール

男 子
平成 20年
8月 23日 (■)～ 24日 (日 )

女 r
平成 20年
8月 23日 (■)～ 24日 (日 )

ソ フ トテ ニ ス
平成 20年
8月 23日 (上)～ 24日 (伯 )

[晴天時]釧路市民テニスコー ト
[雨天時]釧路市コミュニティ体育館

「鳥取 ドーム」

卓    球 平成 20年
8月 23日 (■)～ 24日 (日 )

柔   道 平成 20年 8月 24日 (日 )

剣   道 平成 20年 8月 24日 (日 )

硬 式 野 球 平成 20年
8月 26日 (火 )～ 27日 (水 ) 旭川 1■k lli■ 'Illl i・ lt

花咲スポーツ公園旭川スタルヒン球場
東光スポーツ公園旭川 ドリームスタジアム

サ ッ カ 平成 2

8月 2
0
3
年

日 (上)～ 26日 (火 ) 苫小牧市緑ヶ丘公園サッカー場

ラグビーフットボール

平成 21年
1月 4日 (日 )

7日 (水 )

・ 5日 (月 )

・ 9日 (金 )

神戸総合運動公園ユニバー記念競技場

./\ > lr ,ii - /, 平成 20年
8月 23日 (■)～ 24日 (日 ) 御|1路 |:k高 ■書||・ |■崚

釧路町総合体育館
釧路公立大学体育館

テ ニ ス 平成 20年
8月 22日 (金 )～ 24日 (日 ) 旭川 li業 高年中円

.1■
,

[晴天時]花咲スポーツ公園テニスコー ト
[雨天時]鷹柄町総合体育館

旭川 L業高等専門学校体育館

′ヾ ド ン ト ン
平成 20年
8月 23日 (■)～ 24日 (日 ) |"面iI_業 高■ '1‖

‖1■陵 |'1奸illilt(本 イ,「 i

水   泳 平成 20年 8り 124日 (日 ) 占′|ヽ lk l_::高 ■ '1‖
‖|■性 北海道立野市i尼総合運動公園温水プール
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第 43 全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会

第32回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会

J



あ い さ つ

函館工業高等専門学校

校 長 長 谷 川  淳

第■回 (平成20年度)全国高等専門学校体育大会の開催にあたり、種目別開催校であります函館工

業高等専門学校を代表しまして歓迎の挨拶を申し上げます。

高専体育大会は、スポーツを通して身体を鍛え、技術の向上とフェアプレーの精神の涵養を図り、

心身ともに健全な学生を育成するとともに、高専間の交流と親睦を深めることを目的としております。

本大会は、北海道地区の4高専がラグビーフットボールを除く13種目の競技を開催いたしますが、

本校においては、陸上競技、柔道、バトミントンの 3種目を開催します。

これらの競技に参加されます選手諸君に対し、厳しい地区大会を勝ち抜き、全国大会出場の栄冠を

獲得されたことを心よりお喜び申し上げます。本大会におきましても日頃の練習の成果を十分に発揮

されますとともに大会スローガンである

「北の大地で輝く瞬間」を満喫していただきたいと祈念しております。

また、時間に余裕がありましたら、函館市内の名所旧跡を訪ねられ、この町の歴史とロマンを堪能

していただきたいと思います。

終わりになりますが、本大会を開催するにあたり、多大なご支援とご協力を賜りました関係諸団体

並びに関係各位に心から感謝申し上げますとともにご参加の皆さんを歓迎申し上げ挨拶といたします。
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あ い さ つ

財団法人 日本バドミントン協会

会長 綿 貫 民 輔

このたび、第32回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会が、世界三大夜景に数えられる名勝

地、函館で開催されますことは、誠に喜ばしい限りであります。

全国各地区の予選を勝ち抜かれ、地区の代表として参加される選手諸君が、本大会におきまして日

ごろの練習の成果を充分に発揮され、全力を尽くし、輝かしい成績を上げられることをこころより期

待しております。

今年はオリンピックイヤーであり、これほどバドミントン競技が注目を集めたことはありません。

日本バドミントン協会として大変嬉しく思っている次第です。

本大会は、競技技術の向上を図る場であることはもちろん、健全なスポーツ精神を培う場であり、

そしてお互いの親睦を深める場でもあります。勝敗だけにこだわることなく、この大会を通じて高等

専門学校相互の親睦や交流がよリー層深められ、さらに本大会で得られました友情や交流などが、今

後の選手諸君の人生の中で生かされることも願ってやみません。

終わりに、本大会の開催にあたりましてご尽力いただきました関係者の皆様に深く感謝の意を表し

ますとともに、本大会の御成功、今後の御発展を心よりお祈り申し上げましてあいさつといたします。
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歓 迎 の こ と ば

北海道バ ドミントン協会

会長 岩 崎 昭 郎

歴史とロマンの街函館に監督、選手の皆様、ようこそいらっしゃいました。

全国の予選を勝ち抜いて、母校の名誉をかけた熱い戦いを期待しています。

北海道協会は今年∝)周年の節目の年にあたります。その記念すべき年に全国高専大会が開催される

ことは大変喜ばしいことと心から歓迎をいたします。

出場される選手の皆様には暑い中での試合となりますが、体調管理に十分注意され、日頃の練習の

成果を遺憾なく発揮し、若さあふれる素晴しいプレーを展開されることを期待しております。

終わりに、本大会の開催にあたり、多大なご支援ご協力を賜りました関係者の皆様に心からお礼を

申し上げ歓迎のことばといたします。
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歓 迎 の こ と ば

〈
〓

函館地区バドミントン協会

長 加 藤 清 郎

第4回全国高等専門学校体育大会 。第32回全国高等専門学校バドミントン選手権大会を北海道バド

ミントン発祥の地函館市で、全国各地から選手・監督の皆様をお迎えして開催出来ます事は、函館地

区バドミントン協会にとりましてまことに喜ばしい事であり、心から歓迎申し上げます。

出場されます選手の皆様には、非常に厳しい状況下での試合となりますが、体調管理に十分注意さ

れ、日頃の練習の成果を遺憾なく発揮し、若さあふれる素晴らしいプレーを展開されますと共に交友

の輪を広げられます事を期待しております。

函館は明年開港1"周年という節目を迎えますが、この機会に歴史的建造物、街並みの散策、世界

三大夜景の一つ函館山夜景にも触れていただければ幸いに思います。

結びに本大会の開催に当り、多大なご支援ご協力を賜りました関係者の皆様に、心からお礼を申し

上げ、歓迎のことばと致します。
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大 会 日 程

[会 議] 8月 22日 (金) 16:00～   代表者会議

[競  技 ] 函館市民体育館

8月 23日 (土 ) 開場

開会式

競技開始

8月 24日 (日 ) 8:00 開場
9:20 競技開始
競技終了後閉会式

1

０

０

０

０

０

０

８

９

０ 団体戦  個人戦 (複 )

個人戦 (単 )

開

１

２

３

４

５

６

７

８

９

′ 、

式 典 次 第

式

開式のことば

開会宣言

文部科学大臣杯返還及び受賞章授与

日本バ ドミン トン協会楯返還及び受賞章授与

主催者あいさつ

来賓あいさつ

競技役員長の注意

選手宣誓

閉式のことば

閉会式

1.開 式のことば
2.成 績発表
3.表 彰
4.大 会講評
5.開 催校あいさつ
6.閉 会宣言
7.閉 式のことば
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大

大会名誉会長 (財 )日 本バ ドミン トン協会会長

北海道知事

函館市長

(社 )全 国高等専門学校体育協会会長

大 会 副 会 長

大 会 会 長
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(財 )日 本バ ド

(財 )日 本バ ド

(財 )日 本バ ド

ン協会副会長
ン協会副会長
ン協会専務理事

綿貫 民輔

高橋はるみ

西尾 正範

長谷川 淳

三宅 祐司
清水  務
関根 義雄
黒田 勝彦
神野  稔
秋山 俊彦
岸浪 建史
高橋 英明
岩崎  昭郎
木本 由孝
千葉 英守
島中 貞夫
栗原  進
笠井 武彰
杉田 茂良
上山 茂良
津田 雅彰
加藤 清郎
天野 暉彦
松田 重和
福田 侑司
佐々木堅治

ヽ
―

卜
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ヽ
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△
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道
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レ
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レ
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(社 )全国高等専門学校体育協会副会長
(社 )全国高等専門学校体育協会副会長

(社 )全国高等専門学校体育協会副会長
(社 )全国高等専門学校体育協会副会長
(社 )全国高等専門学校体育協会副会長

協会会長

協会副会長

協会副会長

協会副会長

協会副会長

長

長

長

長

長

長

長
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〓
〈
バ
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〓
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〈
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△
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ノ

区

区

区

区

区

地

地

地

地

地

館

館

館

館

館

函

函

函

函

函

大 会 顧 問 沓掛

久間

加藤

佐藤

権 田

秋元

池 田

中島

吹 田

漬 中

本郷

日高

里見

油井

花岡

地崎

哲男

章生

三夫

保

正一

信一

昌道

寿諄

修一

誠

節生

壮

光徳

秀男

牧夫

昭宇

森  喜朗
林  芳正
宮澤 宏之
塩川  甫
丸山 嘉久
清水規矩雄

毛利 清志
五十里光秋

牧野  武
福岡 幸一
今北 基夫
渡辺 成雄
山根  怜
木村  寛

関谷 勝嗣
市川 一朗
村上 忠治
橋本 角市
植 田 博宣
平田登志郎

川端 昇市
内多小五郎

村山 幸雄
伊豆  晃
菊地 利明
伊藤 銭一
佐藤 芳朗
遠井 稔男

森田  一
伊藤 基記
入木橋伸夫

相場 清一
原 二三雄
青木 昭二
高橋 重夫
小官 淳宏
戸田 清一
岡本 武利
野村 嘉明
小飼 栄一
竹林 克彦
北  義一

小飼 栄一
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四 宮

三山

赤川

横 山

一條

知之

雄弘
嘔8~
貝
一

敏

昌幸

木本

瀬能

草島

伊勢

省 三

晃

守之

武

桜場

山腰

秋山

青山

政美

修司

和範

繁樹

連

秀正

龍一

岩次

遠藤

永井

山田

宮崎

板垣

岩崎

藤原

長谷川 淳

小野 雄一
河崎 正紀
阿部 秀夫
今井 茂満
上原 信彦
木戸 純一
銭谷 欽治
高橋 英夫
千葉 健夫
築地 孝彦
中山 紀子
野村 安忠
漬中  勉
真壁 幹雄
松下  力
三井  裕
山田順一郎

福田  武
菅原 周一
浅岡  武
金田 隆一
北村 優明
笠井 正彰
吉野 幸広
渋井 敏紀
浦田  清
切明 隆司
板橋  博

大 会 参 与 岡村

星野

加藤

地崎

英男

忠男

寛治

昭宇

川島

藤本

原

一郎

滋

紀征

富田

藤原

鈴木

善明

和文

勝之

隆房

昭郎

航

大 会 委 員 長 函館工業高等専門学校長

大会副委員長 (社 )全 国高等専門学校体育協

(財 )日 本バ

(財 )日 本バ

(財 )日 本バ

(財 )日 本バ

(財 )日 本バ

(財 )日 本バ

(財 )日 本バ

(財 )日 本バ

(財 )日 本バ

(財 )日 本バ

(財 )日 本バ

(財 )日 本バ

(財 )日 本バ

(財 )日 本バ

(財 )日 本バ

(財 )日 本バ

(財 )日 本バ

(財 )日 本バ

(財 )日 本バ

北海道バ ド

北海道バ ド

北海道バ ド

北海道バ ド

北海道バ ド

函館工業高等専門学校学生主事

函館工業高等専門学校教務主事

函館工業高等専門学校事務部長

ドミン トン協会理

理

理
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競 技 役 員

競 技 役 員 長 (財 )日 本バ ドミン トン協会

総 務 部 長 函館地 区バ ドミン トン協会理事長

総 務 副 部 長 函館工業高等専門学校

函館工業高等専門学校学生課長

小蔵  力

市 田 悦雄

函館地区バ

函館地区バ

函館地区バ

函館地区バ

総 務 委 員 後藤

中村

中村

長澤

瀬川

等

尚彦

和之

修一

裕

三上  明
山名田君夫

松田 勝則
宮崎 和貴
濱谷  稔
大島 義浩

医  務  係 澤 田  忍

競 技 補 助 員

口

田

谷

池

ン

ン

ン

ン

や
ヽ

や
ヽ

ミ
ヽ

ヽ
ミ

ド

ド

ド

ド

トン協会

トン協会

トン協会

トン協会

鳴海 雅哉
渡邊  力
臼田 悦之
東海林智也

住 田  茂
星野  朋 己
安藝  宏和
館  陽一郎
河 田  淳

古俣

田邊

吉 田

藤 島

和直

彰宏

充

百子

諭

公貴

平沢

入江

鈴木 満弥

今野 利美
江刺家大介

能登谷芳之

福井 浩之

横川

平山

村上

澤 口

小石

森谷

小原

泊

田淵

守谷

健二

寿幸

功

正幸

涼子

秀之

俊明

競技審判部長 (財 )日 本バ ドミン トン協会

競技審判副部長 函館工業高等専門学校

函館地区バ ドミン トン協会

函館地区バ ドミン トン協会

函館地区バ ドミン トン協会

審 判 委 員 +t'r
TE
I+
+tr
ir tLt

稔

進也

利之

節生

寿輸

智広

信一

督範

秀一元 司

秋元三千代

北海道函館工業高等学校バ ドミン トン部員

函館工業高等専門学校バ ドミン トン部員

函館工業高等専門学校学生
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第43 ロ 全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会

第 32 ロ 全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会競技要項

1.主  催   (社 )全 国高等専門学校体育協会、 (財 )日 本バ ドミン トン協会

(社 )全 国高等専門学校体育協会バ ドミン トン競技専門部
北海道バ ドミン トン協会

函館工業高等専門学校

管

3.後   援

「
1

||

文部科学省、 (財 )日 本体育協会

北海道、北海道教育委員会、 (財 )北海道体育協会
函館市、函館市教育委員会、函館市体育協会、函館地区バ ドミン トン協会

４

　

　

５ ――
″

枷知・　
　
△
〓

平成 20年 8月 23日 (土 )・ 24日 (日 )

，
彗

函館市民体育館

〒040-0932  北海道函館市湯川町 1-32-2
TEL:0138-57-3141

団体戦

個人戦 男子シングルス、男子ダブルス、女子シングルス、女子ダブルス

団体戦のチーム構成人員

監督 1名 ,コ ーチ 1名 ,マ ネージャー 1名 ,選手 8名 以内
ただし,欠 員を生じ3名 以下になった場合は失格とする。

8.参 加資格

9.競 技規則

(1)申 し込み期 日迄に平成 20年 度 (財 )日 本バ ドミン トン協会に登録を
申請 した者で、学校長が出場を認めた者 とする。

(2)団 体戦 ,個 人戦 とも各地区か ら選抜 されたチーム又は選手とし、これ
に開催校の出場を加える。

地区割 り,選 抜数及び開催校出場枠は下記の とお りとする。

平成 20年度 (財 )日 本バ ドミン トン協会競技規則並びに同大会運営規程及び
同公認審判員規程による。

(1)各種 日とも トーナメン ト戦方式により優勝を決定す る。
なお , 3位 決定戦は行わない。
(2)団 体戦は 1複 2単 とし,複か ら試合を行 う。

地  区 名 団 体 戦
男
「
個 人戦 女 r個 人戦

単 複 複

北海道 1チ ーム 1名 1糸■ 1名 1糸■

:東:  」ヒ 1チ ーム 2名 2組 2名 2組

関東・信越 2チ ーム 2名 2組 2名 2糸■

東海・ 北陸 2チ ーム 2名 2糸E 2名 2組

近  畿 1チーム 2名 2組 2名 2糸■

中 国 1チーム 2名 2組 2名 2組

四  国 1チ ーム 2名 2糸■ 2名 2組
九 州 沖 縄 2チ ー ム 2名 2糸■ 2名 2組

開催校 1チー ム 1名 1組 1名 1組

言十 12チ ー ム 16名 16組 16名 16組

10.競 技 方法
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11.使用シャ トル

及び使用器具

12.組み合わせ及び抽選

ただ し,同 一選手が同一対抗内に於いて重複することはできない。
(3)団 体戦は、各チームの初戦に限 り、 1複 2単の 3試合を行い、以降は勝
敗決定後を打ち切 りとする。

平成 20年 度 (財 )日 本バ ドミン トン協会審査・検定合格用器具及び第 1種
検定合格水鳥球を使用する。

組み合わせ抽選は,本 大会実施要項及び平成 20年 度 (財 )日 本バ
ドミン トン協会大会運営規程に拠 り、競技役員長 (レ フェ リー)の
指示により、本大会実行委員会及び北海道バ ドミン トン協会役員の

責任に於いて 7月 30日 (水 )に 行 う。

団体戦,個 人戦とも第 1位から第 3位 までを表彰する。
(財 )日 本バ ドミン トン協会の授与メダルは、優勝者に授与する。

団体 1チ ーム当た り 14, 000円 、選手 (団 体戦出場者を除 く)1人 当
た り 1, 750円 とし,参 加中込み と同時に次の振込 口座へ納入す ること。
なお、既納の参加料は返還 しない。

14.参  カロ 料

15.参加 申込

16.代表者会議

13.表    彰

17.練    習

19.宿    舎

20.そ  の 他

振込 口座

口座種別

口座番号

口座名

(1)申 込期限
(2)申 込 先

(3)申 込方法

１

　

９
一
　

６^

１

　

（２

１

　

一２

時

所

者

　

時

所

席

日

場

出

　

日

場

金融機 関名  北洋銀行  湯川支店
普通預金

3430601
セ
゛
ンコクコウセンタイイクタイカイシ

゛
ムキョタ

ハコタ
｀
テコウセンカイケイタントウモリサ

・
ネトシカス
・

全国高専体育大会事務局

函館高専会計担当 森賞 利一

平成 20年 7月 28日 (月 )必着
〒042-8501 北海道函館市戸倉町 14番 1号
函館工業高等専門学校学生課内

第 43回 全国高等専門学校体育大会
第 32回 全 日本高等専門学校バ ドミン トン選手権大会事務局
TEL:0138-59-6334
FAX10138-59-6330

所定の参加 申込み用紙に必要事項を記入の上、 2部作成 し、
上記事務局宛送付す ること。

平成 20年 8月 22日 (金 )
函館市民体育館会議室

監督及び主将、大会役員等

16時 か ら

平成 20年 8月 22日 (金 )
函館市民体育館

10時 か ら 17時

18.開 会式及び
閉 会 式 式

式

△
〓
〈
〓

開

閉

平成 20年 8月 23日
平成 20年 8月 24日

9時  競技会場で行 う。
競技終了後、同会場で行 う。

(土 )

(日 )

別途通知 し斡旋する。

(1)服    装
競技中のウェアは、自色または色つき着衣を使用する場合は (財 )日 本
バ ドミン トン協会審査合格品とする。

①選手の上衣の背面中央に縦 1 5cm、 横 30c皿程度の大きさで、学校名
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と選手の姓または都道府県名 と学校名を上衣に映える配色で明示す る。

②開会式、閉会式に参加するときの服装は、競技時の服装 (ユ ニフォ
ー ム)又 は、 トレーニ ング ウエア とす る。

(2)応急処置等
①試合中の負傷については、大会本部で応急処置をするが、その後の

処置は各学校及び各自で行うこと。

②健康保険証等は,各 自で準備しておくこと。
③独立行政法人日本スポーツ振興センター所定の用紙を各学校で持参す

るこ と。

(3)大会出場者で、ホームページ、報道等に、個人名を公表 して欲 しくない者
は、学校を通 して大会事務局 (gaksechoOhakodate― ct.ac.jp)に 申し出て
ください。事前に申し出のない場合は、公表 します。

大会参加に際 して提供 される個人情報は、本大会活動に利用するもの と

し、これ以外の 目的に利用することはあ りません。
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競 技 運 営 上 の注 意

本大会は平成 20年 度 (財 )日 本バ ドミン トン協会競技規則並びに同大会運営規程に基づいて実
施 します。

各校代表者は来場時に会場で受付を済ませて下さい。

大会前 日の練習は地区ごとにコー トを指定 します。
いずれの種 目も トーナメン ト戦 とします。3位決定戦は行いません。優勝、準優勝、 3位 を表彰 し
ます。

選手は試合のコールか ら 5分以内に選手集合所に集合 して くだ さい。主審の誘導でコー トに入 り
ます。コールから 5分以上経過 しても選手集合所に来ない場合は棄権 となる場合があ ります。
競技中は、コールのあった当該選手を除き、競技場内での練習は認めません。

試合を開始する前に 3分の練習時間を設けます。
競技進行状況により、試合開始時刻或いはコー トを変更する場合があります。

競技中、各プ レーヤーは着衣に学校名及び選手名を明示 して下さい。

団体戦のオーダー用紙は初戦分は代表者会議で、それ以降の分は主審が試合終了時に配布 します。

本部横のオーダー用紙交換所において対戦校代表者が双方のオーダー用紙を交換 します。初戦分

は 8:40に 、それ以降については試合予定時間の 30分 前を 目安に放送を しますので、直ちに
オーダー用紙を持参 してください。

団体戦は 1複 2単 とし、複か ら試合を行います。ただ し、同一選手が同一対抗内に於いて重複す
ることはできません。 また、各校の初戦に限 り 1複 2単 の 3試合を行い、以降は勝敗決定後を打
ち切 りとします。

団体戦は、時間の都合上複数のコー トで同時に行います。

個人戦において同一選手または組の試合が連続する場合、 10分 の休憩時間を設けます。
インターバル中、コー トに入れ るのは当該選手のほかベ ンチ入 りしている 2人まで としますが、
「20秒 」のコールがなされたら、選手以外の方は速やかにコー トか ら離れてくだ さい。
各試合終了時には、勝敗に関係 なく主審及びサー ビスジャッジと握手す るよ う心がけて くだ さい。

11

15.

12.

13.

14.

審 判 上 の 注 意

1.平 成 20年度 (財 )日 本バ ドミン トン協会競技規則及び同公認審判員規程により運営 します。
2.す べてのゲームにおいて、一方のサイ ドが 11点 になった ら60秒 を超 えないインターバルを認
めます。 また、すべてのマ ッチの第 1ゲ ームと第 2ゲームの間、第 2ゲーム と第 3ゲームの間に
120秒 を超えないインターバルを認めます。
3.各 コー トのコーチングシー トは、監督、コーチ、マネージャーのみ使用できます。
4.各 コー トのベ ンチに入ることのできる者は、団体戦の場合は当該チームの団体戦登録選手のみで
す。個人戦ではベ ンチを設けません。
5.主 審、線審、得点表示係は新居浜市バ ドミン トン協会が行います。
6.汗 などでコー トが濡れた場合は、主審の指示により線審が処置をします。
7.プ レーヤーは どんな事があっても、体力や息切れの回復を目的に、またはア ドバイスを受けるた
めにプ レーを遅 らせてはいけません。
8.選 手が試合中にア ドバイスを受けることができるのは、シャ トルがインプ レーでない場合に限 り
ます。

9.プ レーヤーは第 16条 第 2項 のインターバルを除き、マ ッチが終了す るまで主審の許可な しにコ
ー トを離れてはいけません。

体 育 館 使 用 上 の 注 意

1.学 生としてのマナーを十分心がけてください。
2.体 育館内は土足禁上です。体育館入 り口で上履に履き替えてください。
3.貴 重品、その他所持品は各 自の責任において管理 してください。
4.観 覧席は地区ごとに分けています。
5.飲 食はロビーまたは観覧席で行 うこととし、競技 フロアでは原則禁上です。ただ し、競技中の水
分補給については、ふた付 きの容器 を使用す る場合に限 り許可 します。ベ ンチヘのクー ラーボ ッ
クスの持ち込みは禁上 します。
6.会 場でのフラッシュ撮影は、競技の妨げにな りますので禁上 します。
7.ご みは各校の責任においてお持ち帰 りください。
8.更 衣室が利用できます。
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タ イ ム テ ー ブ ル

日寺亥」

コー ト番号

1 2 3 4 b 6 7 8

第

日

目

ノヽ

月

日

9:00 開
/、

式

10:00

WTl

MT2

WT2

MT3

WT4

10:30

11:30

WT5 WT6 WT7 WT8

12:00

13:10 MT9 MT10 W´
「
9 WT10

14:20 �I´I｀ 11 Vヽ´
「
11

15:00 MDl MD2 MD3 MD4 MD5 MD6 MD7 MD8

15:30 WID l WE)2 WD3 WD4 WD5 WD6 WD7 W[)8

16:10 MD9 MD10 MI)11 MD12 WD9 WD10 VヽI)11 WI)12

16:50 1、4D13 MD14 Vヽ「)13 WD14

17:30 MD15 WD15

第

日
目

ノヽ
月

四
日

9:20 MSl MS2 MS3 MS4 MS5 MS6 MS7 MS8

9:50 WSl WS3 WS4 WS5 WS6 WS7 WS8

10:30 MS9 M S10 MSll M S12 WS9 W S10 W Sll Vヽ S12

11:10 M S13 M S14 W S13 Vヽ S14

11:50 M S15 WS15

12:30 開
′、

式

男子団体戦 (MT),

女子団体戦 (WT),

男子個人戦単 (MD),

女子個人戦単 (WS),

男子個人戦複 (MS)

女子個人戦複 (WD)
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1. 男子団体戦

北  九  州
(九州 。沖縄 )

函    館
(北 海 道 )

近 畿 )

/」  ヽ    山
(関東 。信越 )

岐    阜
(東海・北陸)

卜IT9 MT10
MTll

有     明
(九州 。沖縄 )

旭     川
(北 海 道 )

群     馬
(関東・信越 )

富 山 商 船

(東海・北陸)

」ヒ

MT5 Ｔ″４ヽハ

7

82

′
Ｆ
一
二

MTl MT3

9
国中

米

＜

明

＜

3

~ア~
ンロ
4 10

11

12

Ｔｒ４ヽハ

／
０

IヽT4

5
島

＞

松

＞国

東

「
コ
■
開
」

福

＜

高

＜

（
Ｘ
）
Ｔ″４ヽ一

′
０Ｔ層４ヽ

「

優
　
勝

準
優
勝

第
二
位
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2.女 子団体戦

」ヒ
1

浜

＞国

新

＜

岡

＞東

鶴

＜

2

WT5 VVT7

居

四

ノヽ     代
(九州 。沖縄 )

木  更  津
(関東・信越 )

旭    川
(北 海 道 )

富 山 商 船

(東海 。北陸)

7

8
苫  小  牧
(北 海 道 )

有     明
(九州 。沖縄 )

鈴    鹿
(東海・北陸)

茨    城
(関東 。信越 )

近

VヽTl

3

VVT3

9
山

＞国中

徳

＜

WT9 WT10
VVTll

4

V′T2 VヽT4

10

11
く

υ

′
０

V′T6 WT8

2いこ
口X`

明

＜

~万 ~

ンロ

12

優
　
勝

準
優
勝

第
三
位
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3. 男子個人戦 (複 )

黒 子

(小
嶺 井 平 澤 ・ 細 川

(高 松 )

兼 田 宮 地

1 9

辻

＜

山
　
　
石
山一口一出

MDl

2

卜ID5

10
田

＞

斗
リ十
「
ノヽ

奥

良
・
奈
西
＜

Ｄ圧４ヽ小

旦

卜lDll

3

4

11

MD6

12

北 見 ・ 野 村

(函 館 )

NID2

大 越
言
当
再
りＦ

メ

岡 崎

木ベ
ロ
全
シ

北 村 ・ 吉 り|

(近 畿 大 )
｛
口
』Ｈ

沿
メ

「
月
日
Ｈ
´

函

田 上

有

卜lD13 MD14
MD15

13

MD7

MI)12

15

小 島

(岐
浅 野

ノlヽ  り||

州 )

5 こコ

早

田
＞

増

松
。
一月

森

＜

MD3

6 14
北 田 ・

(北 九
ｎ

〉

１
■
Ｄｒ４ヽ

コ

合 家

(鶴
石 井 。 崎 村

(都立産業技術 )岡
7

8
下田諒°下田泰

(米 子 )

MD4 卜ID8

16
海 田 白

田
―
コ
ー‐
μ

ヽ
ノ関

優
　
勝

準
優
勝

第
二
位
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4.女 子個人戦 (複 )
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大

＞

一　
ヽ

　

―
ヨ

芝

ロ

辻

＜

誠

＞
一
岡

藤

鶴

佐

＜
０１■

聴

＞館
越

函

大
＜

彦

＞

馨

ロ

キ

ト

コ
コ
ノ

　

′
′
一

嶺

＜

孝

＞館
庭

函

櫻

＜
４

人

＞

公
心
″口

■
ロ
ー
　
一
ノ

７

′

太

＞

亮

子

原

米

宮

＜

史

＞

崇

松一局

森

＜
／０
１

・■

０
０

一　
ノヽ

優

松
澤
高
平

＜

優
　

勝

準
優
勝

第
二
位

男子個人戦 (単 )

村 昂 史
l

(北 九 州 )

�ISl

2

MS9

3

lヽS2

4

MS13

lヽS3

(北 九 州 )

MS14

9

MSll

MS6

13

卜IS7

MS12

15

NIS8

一

日ヨ

■ロ
ウE

毛 利
(明

/ヽ1S5

５

　

　

木

史

＞

智

鹿
口
鈴

森

＜

城

＞

祐

島

松

福
―ヽ

＜

′

・

く
υ

史

＞

明

石

Ｌ

月

一、
ノ

ロ
Ｈ
ン

金

＜

上示

‐

言

口

ヽ

ノ

_■_

払

子

　

　

良

田
米

一
ヽ

　

／

ヽ

「
―

（
Ｚ

IヽS15

6

MS4

4ヽS10

石 井 直 哉

(都立産業技術 )
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6. 女子個人戦 (単 )

沖 堀 桐 子

(大島商船 )
麗

五コヽ
一
市一戸

由
「

，
↑

藤

＜

「
「
「

口
μ

9

WSl

う
∠

WS5

山 口 明 日 香

(苫 小 牧 )

村 上 真 希
(弓削商船 )

吉 田 あ ゆ み

(人 代 )

VFS13 WS14
WS15

佐 藤 蒼 生

(苫 小 牧 )

貞 安 美 奈
(大島商船 )

米自
(

山 口

ノヽ

祐

代

′土
1ニヒ

)

摘

＞

菜

城
塚
茨

飯

＜

子
＞

翔

石

ヽ

月

一ノ

　
”Ｈ
ｒ
ノ

佳

＞

千

関

浦

一

三
＜

WS9 WSll

10

11
ノヽ

(

3

V√S2

4

V゛S3

6

7

WS10

WS6

WS7

VVS12

VVS8

16

5

子
＞

理
城

英

茨

関

＜
（
Ｚ

奈

＞
可
鹿

谷
鈴
水
＜

う
０

知

岡

谷

鶴

穂

＞

梨

紗居

ド
‐
．
新

丹

＜
ξ
、υ

ｌ

・■

田
ヒ

14

WS4

8

優
　
勝

準
優
勝

第
二
位

-32-
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選 手 名 簿

北海道地区

学 校 名 函館工業高等専門学校

監    督 森 谷 健 二

コ チ 今 野  利 美

マネージャー 河 井  康 宏

個 人
男子選手名

学

年

団

体 複 単

①
櫻 庭  孝 ① ○

大 越  聴 ① ① ①

大 西 貴 博
① ①

須 藤 貴 仁
①

い た だ に  た

板 谷 拓 哉
′1ヽ
1

´
Ｏ

伊 東 龍 治
①

北 兄 ネ羊 吾 ① ②

野 村 広 基
① ②

■

■

■

学 校  名 苫小牧工業高等専門学校

監    督 池 田 慎

コ チ

マネージャー

女子選手名
学

年

団

体
固人

単

佐 藤 蒼 生
ヽ
ノ
Ｇ́

ヽ ② ②

津野尾 尚 子 ① ②

あ  →

山 口 明 日香
|,ヽ

Lヽ ① ①

坂 本 茉 由
① ①

小 田 美 里 ①

´
０

井 上 紗 希
①

水 澤 「りl イと
①

-33-
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学  校  名 旭川工業高等専門学校

監    督 降 旗  康 彦

コ チ

マネージャー

学

年 体 単
男子選手名

②①
だ

田

け 0ヽ す け

竹 圭  佑
くす の き

楠 五
日 史

②

②
ん

紺

か ん ば や し

上 林

②
′
４

ｔ
翔玉

だ ま  し

②
．
男

，
幸

し ま ざ わ

嶋 澤
・

た
文

．

医
●

ん

佐 藤
②

②
の  よ し ゆ き

・ヽ
佐 野 良 行

人学

年 体 複 単
女子選手名

②①
ろ
尋
ひち
千
ら
村
むき
木

な

松 里 奈
②

②
わ た・■・( ぇ |'か

渡 邊 え りか

②
４

，

の あ ゆ み

野 愛 歩

■1國ロ

■■
■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

団

団

田
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東北地区

学  校  名 福島工業高等専門学校

松 江  俊監 督

コ チ

'?7--)<* 若 生 夏 樹

個人

複 単
男子選手名

永 峰 陽 介

ヽ
ノ
日́
ヽ

[_や よ

石 山 宏 哉

ヽ
ノ
る
０ ①

小 松 祐 城

①①
比 佐  光

伊 藤 勲 信

ヽ
ノ
４
）土

只佐  藤
ヽ
ノ

４
●

佑星
マ
Ｔ
甲

一

的 場 駿 介

ば  しゆん■

■■

■

■

名学 校 鶴岡工業高等専門学校

監 |ド 窪 田  員 治

コ チ 中 島  直 樹

マネージャー 五 十 嵐 凌

個 人
男子選手名

学

年

団

体 複 単

誠佐  藤 ②

谷 家 竜 平
②

②′,△     +       口111
アロ  4｀     門リ

監 督 窪 田  員 治

二 I チ 中 島  直 樹

マネージャー 舟 腰 磨 結 実

個人
女子選手名

学

年

団

体 複 単

「  や  サ

粕 谷 知 里
① ① ②

阿 部 彩 織
① ②

大 場 育 美
①

0
舟 月要 佳 織 ① ①

奥 山 怜 未
ィ
■ ①

舟 腰 直 美
①

齋 藤 沙 紀
①

1判
ギ・
,こ

①

■

■

■

■

■

■

■

■

■ 校 名 一関工業高等専門学校

監 督 千  葉   圭

コ チ

マネージャー

男子選手名
学

年

団

体
個人

複 早

田海 暁  弘
ヽ
ノ
イ

マ̈

畠 山 大 地

女子選手名
,

年

|■ |

体

個 人

複 甲

浦 千 佳 ①

-35-

②

な ′́ み ね

ゆ う tヽ :

①

1

ヽ

プ
［́
ヽ

ヽ
ノ
６

〕̈
ヽ

皿

ｌ①
‐

学
年
一
４

一
４

２

一

２

一

①



-98-

② , モ 、

彰 コ ● 蜘

② ②
準 コ イ ン

古 動 瑠

□

当

貴 多士ョ■r

雪 襲 聟 ―キイーツ^
ニ

/
,

|幸  ily  掘 長    瑠

颯業 L日章窮軍
(11rT)影筆業コ下慨当単

考 颯
_■ _

サ
=

圏廼 |■

”ヽ
ク

′
て
、

一二
セ

撃

・

副

一̈

四

】

⑦
↓ 野 田 士

②
絆 萱 田 野

②
草  管

′
ヒヒ

②
‖ 勁  普

利 田 彫

⑦
学 日坐 田 1看 1ヽ/

⑦
↓ ¥ ロ ロ

①

薫 ユ

Y副
Ⅵ

国 多士諷■暫

7 筐  製 聟 ―キイーンら

髯 拳  絆 1ヽ/ =子

¥ 日立 叩 中 昇 =`1

コ業 L日章霊聟栄I雪梨 彩 拳 ≠

■

■

■

■

■

①
暫 県 田 ¥

①
平 議 型 フ

①
子

′

] 簸  着 ０

ン

①
l、 ■オ 1平 撃

①
票 コ 7翼

①
Lヨ 申 戯

① ① ①
ぞ 尋 半 馨

②

① ①
平 妙
=音

古 ユ Ⅵ

回

当

貴 多■諏チ

“

Y回

シ |lr 2 ―キイーシ´

単 当  ギ 聟 子 ニ

■ Y 回 ¥ 長 瑞

拳当 L日章金聟業I叩 1ヽ/ ツ 4 資

図■爾ヨ単ロ

,,   fl

,  1

`:`ギ
¬



学  校  名 茨城工業高等専門学校

監    督 奥 山  慶 洋

コ チ

マネージャー

女子選手名
学

年

団

体
個 人

複 甲

①
き  ぇ

関  英理子
ヽ
ノ
石
０ ① ①

飯 塚 菜 摘
① ① ②

あ お や ぎ あ

青 柳   茜
①

ゆ  き

高 村 有紀子
①

りヽ み な が  ま

神 永 真 帆
①

´
０

み 'ヽt ,j

宮 本 奈 緒
①

宮

t る

遥

め

里f
①

学  校  名 木更津工業高等専門学校

γ[ 督 婦 山 智 治

コ チ 東   雄  二

マネージャー 中 崎  竜 也

国人
女子選手名

学

年

団

体 複 単

ヽ
ノ
ハ
）

鈴 木 裕 理

キ  ゆ

② ②

穂 倉 ちなみ
②

阿  部 ななか
② ②

ビが み  あ →

門 上 飛 鳥
②

お わ つ た  カ

大 塚 敬 子
②

′= か た  さ

中 田 早 紀
②

■

■

■

■

■

■
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東海北陸地区

岐阜工業高等専門学校学 校  名

所  哲  郎嘱[ 督

コ チ 渡 辺  純 也

マネージャー 川 崎 剛 洋

字

年
|」

体 複 単
男子選手名

城 下 真 和

|‖ 人

‐
真

ヽ
ノ
ｎ́
ヽ

―
安 藤 雅 臣 ①

①
小 島 誠 也

①

山
”
Ｄ

ｔ
丸 ①

浅 野 有 貴
①

ヽ
ノ
６
¨ヽ

①
藤 田  卓

山 田 貴 文 ①

■1國ロ

富山商船高等専門学校学 校 名

山 本 桂 一 郎監 督

コ チ 新 開  純 子

マネージャー 藤 井  陽 介
ヨ人学

年

卜月

体 単
男子選手名

②①
赤 り|1 龍之介

②1.西 村 仁
②

千 葉 祐太朗
②

木  村
ｔ
匡 ，

・

大 場 友 登
②

②
岩 屋 太 陽

藤 井 祥 1
②

田 辺 健 人
②

監 督 新 開  純 子

コ チ 山 本 桂 一 郎

-<4--)r* 平 野  晃 祐

女子選手名
,‐

イ
li

|・」
体 早

① ①
中 坪 理 美

長 尾 彩 加
① ②

よ ド キ

山 崎 美 里
①

ヵ
香

あ
彩
ぃ
井

力
河 ①

ヵ
香

やあ
彩

―
内゛

ｒ

や

ク
，

①

Ａ

）

森  聡 子 ①

□田ロ

■
■
■
■
■
■

富山工業高等専門学校

監 〕 円 英 ・ た 、

1「 ]

コ チ 山 崎 真 緒

マネージャー 浜 屋  千 亮
人

男子選手名
学
年
t刊

体 複 単

辻  広  大 ② ①

石 田 幸 希
②

個 人
女 子選手名

字

年

団

体 複 早

べ・ :

山 下 奈 穂
①

山 崎  由 貴 ①

■

■
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ま さ 力・ →̀

①

ま さ お カ

①

0ヽ か |

【  ゆうた

学  校  名

|||
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⑦
¥百章 日 酎
i/ イ, 1  9 .〉  ゆ

０
０

⑦
軍 ¥幸 絆
ン シ 1' ■ ',で´ 1

② ②
半 尊 幸 割
ン 、, ィ  F`}n,

②
今●9
■  (′  `タ

田 滸

②
半百浙 ‖ 2
シ l γ `,■ 1`,

⑦
エ
レ
軍 #
γ  ,  ,

笞  国

② ②
¥ 摯 田 部
ィ ゃ `ィ  ン n ■ ②

① ②
半 恒 0平
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`

■ 4 Ⅵ
□

力

当 多士ヨ■¥
Y

呈 響 冒 中 ―キイーシら

繋   当  普 子 E

艶 ユ 掘 M 長    瑠

②
γ 晟 □ 準
n  R  ゃ ● )|`)

責 摯 Ⅵ

国

当

音 シ士警■暫Y回|

Y tt ■ a -*a-t2-
繁   当  普 子 =

艶 I 蜀 瀬 最    瑠

ユ当 L」章
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業I軍辱 ツ コ  告



近畿地区

学 校 名 明石工業高等専門学校

|‖
[ 1・

`

官 本 行 庸

コ チ

マネージャー

男子選手名
学

年 体 複 単

安 達 直 紀
①

湯 り|1 和 樹 ①

金 丸 明 史

ヽ
ノ
石
）

ヽ
ノ
∩́
）

山 根 」」 ①

糟 谷 尚 平
①

´
０

.', '= .■   ・‐ .. し

野 中 健 史
①

⑦
毛 利 聡 人 ① ②

治 7E 気t:
①

11(L 督 宮 本  行 庸

コ チ 安 井  沙 妃

マネージャー 田 中 美 沙 紀

女 子選手名
学

年
「1
体
個 人

複 単

泉  佳 甫 ①

人 木 翔 子
① ②

|ヽ

tl′
口 |' 真

‐
フく

①
ヽ
ノ
６

ヽ

|II 本 舞  夏 ① ②

=イヽ 京 望 実 ① ②

女 井 佑 佳
①

田 中 麻  由
ヽ
ノ
６
¨ヽ ①

人 木  日出美
ヽ
ノ
［́
）
ヽ

学  校  名 近畿大学工業高等専門学校

lν 督 浦  尾   彰

コ チ

マネージャー

男子選手名
学

年
団

体 複 単

」ヒ  本寸  ti  貞|∫
①

tr 川 佳 佑 ①

学 校 名 奈良工業高等専門学校

|[′
' 督 谷 口 幸 典

コ チ

マネージャー 山 下  純 平

個 人
男子選手名

学

年
団

体 複 単

西  敦 史 ②

奥 村 尋  己 ②

■

■

学 校  名 神戸市立工業高等専門学校

11` 督 笠 井 正 三 郎

コ チ

-zt*,it- 中  祥  彦

女子選手名
学

年
団

体

固人

複 111-

藤 田  麗 ①

-40-
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中国地区

学  校  名 米子工業高等専門学校

監    督 谷 藤 尚 貴

コ チ 谷 本  明 逸

マネージャー

個人
男子選手名

学

年

団

体 複 早

①
訳

だ

下  田
「
， ① ①

下

き
樹

た
泰

十
田

■

， ① ①

岡 祐本 佳
①

”
，

は せ が わ  た か ゆ き

長谷川 貴 之 ①

イ|,

―
「
 十、き ,卜 ろ

水 章 皓 ①

上 野 裕 亮
①

|, t う だみ や |

宮 原 亮 太
① ②

０
０

人椿 彰
①

■

■

■

■

■

学  校  名 呉工業高等専門学校

監 督
口4
1口」 久重

ベ
ム
＋
↑

コ チ 垣 内  博 文

マネージャー 井 上  雄 太

男子選手名

ん

兼 田 .慎  也
・ ■

宮

や ち た か ひ と

地  敬  士
団

体女子選手名
学

年 複 単
お お ヽ

大 森 麻 央
②

うめ ひ ら ゆ

梅比良 友 美 ②

■

■

□國ロ

学  校  名 大島商船高等専門学校

監    督 杉 村  佳 昭

コ チ

マネージャー

女子選手名
学

年
団

体 複 早

沖 堀 桐 子
①

・ ■

貞 安 美 奈

ヽだ や す  み
②

□國ロ

学  校  名 徳山工業高等専門学校

監 督 柳 澤  秀 明

コ チ 近 藤 圭 晃

マネージャー (大 村 恵 未 )

女子選手名
学

年

団

体
個 人

複 単

ヽ
ノ
石
¨ヽ

お お お

大 本寸 恵 未
■

， ①

た や ま

片 山 美乃里 ①

河 本1 美 咲 ①

1,

古 城 朋 子
①

ヽ
ノ
石
）̈
、
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四国地区

学  校  名 高松工業高等専門学校

監 |ド 1真士
ロ 水

コ チ

マネージャー 木 野 ま ど 香

男子選手名
学

年

団

体 複 一早

森  崇 史 ② ②

増 田 悠 児 ① ②

御 厩  勝 ①

① F 澤 優
ヽ
ノ
ｎ́
マ ①

細 り|1 隆 喜 ①

尾 池 大 祐
①

①
村  L 尚 哉

い
０

木 村 晃 平
①

□國ロ

■

≠ 校 名 弓削商船高等専門学校

常i 督 岩  本   豊

コ チ

マネージャー

女子選手名
学

年

団

体
個人

複 単

村 上 真 希
′7,｀、
こ`′ ①

山 本 智 子
②

学 校  名 新居浜工業高等専門学校

監 督 矢  野   潤

コ チ 西 谷  郁 夫

マネージャー

女子選手名
学

年

団

体
個 人

複

①
村 上 怜 奈

ヽ
ノ
石
¨ヽ

飯 尾 歩 美
① ①

■

大 田  杏
ヽ
フ
石
）

丹 ド 梨 穂

ヽ
ノ
石
） ① ②

I

渡 邊 麻菜美 ①

´
０

い い お  な    な

飯 尾 奈 々
ヽ
ノ
４
）

呂 浪 広
ギ・
,こ

ヽ

ノ

る
０
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九州沖縄地区

学  校  名 北九州工業高等専門学校

監 督 白 神   宏

コ チ 本 郷 |;笙

-<7--)r* 河 野  杏 奈

男子選手名
学

年
|・ 1

体 複 一早

`■

｀
、
Чノ
木 村 昂 史

①

堤  良 広 ①
ヽ
ノ
石
Ӵ

貝 嶋 大 輔 ①

岩  田 広 大 ①

毎 床 悠 企
①

ケ百
1ヨ |‖ 遼

①

北 田 裕 也 ① ②

小 り|1 直  人
ヽ
ノ
∩́
０ ②

学 校  名 有明工業高等専門学校

|‖
i イ・ド 中 島  洋 典

コ チ 高 松  竜 二

マネージャー 黒 田  哲 史

個 人学

年 複 単
選手名

①
る ,

猿 渡 大 祐
②

② ①
田 上 拓 弥

tt 英池  1
②

武 り|1 浩  之 ②

西 り|1 和 孝 ②

藤 本 駿

岡 崎 雄 介
①

②
吉 田 康 平

中 島  洋 典監    督

コ チ |し松

-z4*)r- 浦  知 菜

個人学

年
団

体 複 単
女子選手名

②
I  "

塚 本 真由美
liま  ぜ 1, と  ゆ

炉 元  唯 ②②

②
福 村 美紗岐

②ロ
ー

．
又
――
ク

②
||

牛 島 由 夏
②

りヽし み ず ゆ

清 水 邑 佳

②
蓼 カ

坂  口 由 起

②
あ い さ か  ' ぇ

恵相 坂 千

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■
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②
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学 校  名 人代工業高等専門学校

暉′
=丘正 督 久 保 田 智

‐ チ

マネージャー

女子選手名
学

年

団

体 複 早

①
う ら も と あ け み

浦 本 明 美

ヽ
ノ
０́

ヽ ②

純

く  |~ も と   めヽ  |

楠 本 香
ィ
■

ヽ

ノ
０́

ヽ ①

や ま ぐ ち  ゆ   か

山 口 祐 佳 ① ① ①

ち

千 古心

ん

本
´
`´:ク

①

あゆみ

あ  ゆ  みた

田〓
■

・共
　
ｉ
Ｆ

① ② ②

か わ ぐ ち  あ か  り

川  口 愛 可里 ①

い ら む ら

一 村
な  た  こ

ななこ
①

か も い け ち あ き

鳴 池 智 耀
①

■■

口國ロ
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栄 光 の 記 録

大
′、
工く rゃ」場 種 日 1  イ立 2  位 3 位

第

回

,直

川

ii. 宮  城 長  岡 佐 世 保 釧   路

個人
(複 )

山 本 不口 徳
平 間 次 男
(宮 城 )

小 林 俊
池   為
(旭  り|

仁
弘
)

阿 部 順 一
吉 井 正 浩
(苫 小 牧 )

個人

(単 )

俊
川(

」ヽ 林
旭

イ
)

池   為 弘
(旭  り||)

本 間 道 英
(長  岡 )

第

IHI

官

城

団体 宮  城 旭  川 佐 世 保 長  岡

個人
(複 )

昆 野 良 久

太 田 博 道
(宮 城 )

小 野  裕
松 浦   勇
(官 城 )

4ヽ

谷
(

山

茂

福 井

馨
貝ll

)

玉 村 嘉 男
小竹原 勝 浩
(福 井 )

個人
(単 )

昆 野 良 久
(官  城 )

金 山 尚 幸
(高  松 )

小

(

山 馨
)福 井

小 野  裕
(宮 城 )

第

回

福

り|:

団体 宮  城 長   岡 福  井 旭  川

個人
(複 )

土 田  実
上 田 外 志 夫

(富  山 )

′l・
人11堀

永
(

江
桶
F
工て

俊

岡 )

野   裕
浦   勇
宮  城 )

小

松

(

大須 賀
竹 内
(官

弘 行
実

城 )

個人
(単 )

大須賀 弘 行
(官 城 )

山 本 書 華

(旭  り||)
金 山 尚 幸

(高  松 )

大久保 ひとし

(舞  鶴 )

弟

四

回

米

子

|」体 長  岡 米  子 新 居 浜 鶴  岡

個人
(複 )

中 本 泰 司

山 本 明 良
(米  子 )

山 田 和 彦
大須 賀 弘 行
(官  城 )

田 沢 寿 一

館 山 健 逸
(人  戸 )

涌 井 正 樹
神  田  実
(長  岡 )

個人
(単 )

中 本 泰 司

(米  子 )

日 野   豊
(新 居 浜 )

砂 野 修 治
(新 居 浜 )

小竹 原 勝 浩
(福  井 )

第

五

回

新

居

浜

団体 新 居 浜 長   岡 米  子 宮  城

個人
(複 )

涌 井 正 樹
神  田  実
(長  岡 )

日 野   豊
砂 野 修 治
(新 居 浜 )

寿 一
健 逸
戸 )

田 沢
館 山
( ノヽ

大須賀 弘 行
工 藤 洋 之
(宮  城 )

個人
(単 )

涌 井 正 樹

(長  岡 )

日 野   豊
(新 居 浜 )

中 本 泰 司

(米  子 )

林  浩 一 郎
(長  岡 )

第
ハ

回

」ヒ

九

州

団体 新 居 浜 米  子 宮  城 石  川

個人

(複 )

白 石 健 司

堀 内 敬 一

(新 居 浜 )

浩 之

充 英
川 )

中 野

酒 井

(石

林 浩 一 郎

岡 村 孝 生

(長 岡 )

小 野 隆 則
小 島  克
(北 九 州 )

個人
(単 )

良5

)

林 浩 一

(長 岡
中 本 泰 司
(米 子 )

山 本 明 良
(米 子 )

谷 |1頂

茨 城 )

蜂
(

第
七

回

/t

良

団体 石  川 米  子 高  知 福  島

個人
(複 )

酒 井

中 松

(石

充 英

早
~

川 )

康 一
則 昭
井 )

南

平 沢
(福

伊 藤  浩
岡 村 孝 生
(長 岡 )

広 原 洋 司
小 室 勤 三

(茨 城 )

個人
(単 )

小 田 高 博

(高 知 )

1来

,`■‐
Tロ 井

南
( )

吉 見  正
(茨 城 )

山 根 直 樹
(津 山 )

第
ノて

回

東

只

団体 福  島 新 居 浜 長  岡 富   山

個人
(複 )

広 原 洋 司
小 室 勤 三

(茨 城 )

坂 井 政 彦
前 田 栄 造
(富 山 )

小 田 高 博
HL ↑｀」  F己
(高 知 と

鶴 田 浩 康
秋 山  亨
(新 居 浜 )

個人
(単 )

小 田 高 博
(高 知 )_

山 根 直 樹
(津 山 )

小 谷 清 史
(米 子 )

中 西 英 夫

(東 京 )

第
九

回

苫

小

牧

団体 福   島 新 居 浜 旭  川 東 只

個人
(複 )

大 場 岳 史
田 口 義 紀
(仙 台 電 波 )

太 田  海
阿 部  浩
(鶴 岡 )

城 戸
」」
巳

秋 山  亨
(新 居■_基 )

中 西 英 夫
福 田 正 宏
(東 京 )_

個人
(単 )

黒 沢 勝 敏
(福 島 )

飯 塚

(福
″C=
医
一

島 上

酒 井 謙 一

(福 島 )

秋 山  亨
(新 居 浜 )
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工立種 目 1  イ立 2  位 3大
′、 」場

刊体 福  島 新 居 浜
夫
宏
＞

英
正
京

西
田
東

中
福
＜ (佐 世 保 )

円

山

中 博 幸
個人

(複 )

一
敏
＞

謙
勝
島

井
沢
福

酒
黒
＜

飯 塚 俊 三

薄 葉  淳
(福 島 )

第

十

回

福

　

島
個人

(単 ) 福
白
1｀ラ

黒 沢 勝 敏 三
＞
俊
島

塚
福
飯
＜

秀
)(佐 世 保

井 出 禾|

(佐 世
渡 邊 隆

＞

清

リ

佐  世  保 茨  城 津  山 都  立団体

′ ,Ir
ヽ 個

福 田

薄 葉  淳
健 太 郎
島 )

個人
(複 )

秀
隆

＞

利
清
リ世

出
邊

佐

井
渡
＜

宏

文
＞

光
直
知

田
本
高

西
谷
＜

吾
充
＞

新
善
ら居

浦
井
新

金
横
＜

井 出 利 秀
(佐 世 保 ) (佐 世 保 )

波 邊 清 隆 葉

福 島

薄

＜

淳

＞
堀 部 豊 美
(苫 小 牧 )

第

十

一
回 鹿 個人

(単 )

団体 佐 世 保 熊 本 電 波 奎ι都 福  島

個人
(複 )

六

郷

〓
口
健
本

「
‘
カ

一
Ｓ

＾ )

信

郎

孝

太

電 波

也

一
＞

立電
ユ
九
二立

込
吉

都

堀

元
＜

勉
聡
保
下
世

十
一
　

生

ま
木
“ )

雄

′に   ヽ
|フi(  フ

清 隆

西 村
渡 邊

(佐 世

第

十

二

回

Ｌ
Ｆ

　

　

　

．コ

■
卜
　

　

　

‐―ロ
個人
(単 ) (佐 世 保 )

渡 邊 清 隆 一
　

‐

一　

＞

光

立

吉

都
元
＜

細 川 智 之

(奈 良 )

真
部

中
宇
田
＜

団体 佐 世 保 熊 本 電 波 福  島 富  山

個人
(複 )

隆
矢
＞

清
達
輌世

邊

野
佐

渡
濱
＜

親

明
＞

嘉

宗

山

原
内

富

野
作
＜

林  利 和
樋 口 三 明

(新 居 浜 ) 神 戸 市 立

林
原
若
楢

昭
蔵
政
健

第

十

三

回

新
　
居
　
浜 個人

(単 ) (佐 世 保 )
渡 邊

々
笙

圭
日 一月

＞

正

知
久 保
(高

実
波電

木
本
本
熊 秋

斎

＜

賢

＞

団体 熊 本 電 波 ||〔 りit 福  島 新 居 浜
個人
(複 )

信 頼
五 郎
京 )

島
巻
東

中
坂
＜

L野 敏 弘
実
波電

木
本
本

熊 且
（

畑
本
高
持

明
幸
憲
治

高 畠  剛
蔵 本 茂 雄

(石 川 )

男

子
個人
(単 )

頼

＞

一言

一
ス

ィ

一，
′

島
東

中

＜

実
波電

木
本

本
熊

田 中 史 人

(旭 川 ) 旦

高 畑 憲 明

個人
(複 )

里
美

＞

祐

久

ち居

野
原
新

小

三
＜

美

子
＞

里
博
良

藤
宅
奈

安
新
＜ 旭

ゆ か り
早 智 子
川  )

原
藤
松
斎

中 村

及 川
/
 ヽ~

子
紀
＞

律
由
関

第

十

四

回

熊

本

女

子
個人
(単 )

原
九
松
＜
ゆ か り
川  )

奈

＞

真

知
野
高
上

＜ 山圭ｒ

本
，
酒
＜
亜 希 子 美

＞
里
良

藤

奈

安

く
団体 福   島 石  川 旭  川 宇  部

個人
(複 )

志

輔

＞

晃
大

ら居

上

上
新

井

井
＜

〔¬:

(熊 本 電 波 )
電
~

尻
垣
田
柴

生
雄

＞

二貝
菅
田
旧川

西
尾

石

小
松
＜

松 尾 勝 司
鎌 田 聡
(苫 小 牧 )

男

子
個人
(単 )

義

＞
一
島

村

福

中

＜
蔵 本 茂 雄

(石 川 )

田 尻 真 一

(熊 本 電 波 ) 奈 良

藤安

＜

毅

＞

個人
(複 )

美

子
＞

里
博
良

藤
宅
奈

安
新
＜

里
美
＞

祐

久

み居

野
原
新

小

三
＜

加
美
＞

友
宏
明

橋

田
有

石
平
＜ ,巴

藤
原

斉
松
早 智 子
ゆ か り

川  )

第

十

五

回

神

戸

女

子
個人
(単 )

美
＞
里
良

藤
奈
安

＜
ゆ か り
川 )

松 原
(旭

奈
＞
真
知

野
高
上
＜

み
＞

な
知

尾
高
平
＜

団体 宇  部 苫 /1ヽ  牧 福  島
個人
(複 )

一
信
＞

健
幸
明

石
戸
有

立
城
＜

原

秀

1司
〓
て

一
輝
＞

本

松

＜

イヽ
渡
(

優

樹

＞

秀

島

併Ｌ
　
　
・―

‘
辺
福

輔

司
＞

大
誠

〃居

上
本
新

井
宮
＜

男

子
個人
(単 ) 奈 良

藤安

＜

毅

＞
塩 見 浩 二

(五 居 浜 )
岡
宇
松
＜

利 幸
部 )

ルディ・ハンジャ
(鈴 鹿 )

個人

(複 )
築 城

(奈 良 )

泉 真 由 美
久 美 子

次
垣
三
柴

真 美
知 美
電 波 )

本七
ヒ
¨

台
Ｒ

美
恵
＞

宏
理
明

田
本
有

平
宮
＜

三 篠 公 美 子
高 橋 千 春
(苫 小 牧 )

回

'1,

| 茨

城

女

子
個人
(単 )

美

＞

宏

明
田
有

平

＜
柴 垣 知 美
(熊 本 電 波 )

ゆ か り
り|| )

松 原

(旭
谷  智 美
(呉 )
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大
■日
■‐笏 種 日 1  イ立 2  位 位

第

十
七

回

米

子

団体 宇  部 有  明 長   岡 奈   良

男

子

個人
(複 )

安 藤  毅
岸 谷 征 典
(奈 良 )

松 尾 勝 司
鎌 田 聡
(苫 小 牧 )

立 石 健 一

城 戸 幸 信
(有 明 )

松 原  輝
高 橋  章
(長 岡 )

個人
(単 )

藤 毅
)奈 良

安
(

1喬

,ヽ 1可

尚

( |

章
)

安 田 春 二

(高 松 )

隆 光
明 )

牧 嶋
(有

女
子

個人
(複 )

泉
築
(

城 久 美 子
真 由 美

奈 良 )

高 橋 千 春
戸子台 明 日香
(苫 小 牧 )

岩 佐 美 佳
稲 田 真 由 子
(米 子 )

福 島 千 夏
渡 辺 真 由 子

(石 川 )

個人
(単 )

泉 真 由 美
(奈 良 )

ゆ か り

川  )
松 原
(旭

青 山 美 由紀
(秋 田 )

稲 田 真 由子
(米 子 )

第

十
ソヽ

回

ノヽ

戸

団体 苫 小 牧 有  明 佐 世 保 福 島 千 夏

男
子

個人

(複 )

福 家 信 洋
山 口 真 治
(奈 良 )

鎌 田  聡
井 ロ ー 行
(苫 小 牧 )

古 橋  健
(仙 台 電 波 )

板 橋 淳 磯 部 貴 弘

堺  博 明
(富 山 )

個人

(単 )

エディ・スウェイト
(久 留 米 )

高 橋  章
(長 岡 )

鈴 木 直 人
(福 島 )

福 家 信 洋
(奈 良 )

女

子

個人
(複 )

平 田 宏 美
永 松 瑞 穂
(有 明 )

ゆ か り

由 佳

川  )

松 原

楠 野

(旭

伊 藤 寿 子
大 久 保 範 子
(宮 城 )

泉 真 由 美
築 城 久 美 子
(奈 良 )

個人
(単 )

柴 垣 智 美
(熊 本 電 波 )

永 松 瑞 穂
(有 明 )

泉 真 由 美
(奈 良 )

鴨 川
(東
奈 緒
京 )

第

十

九

回

舞
鶴

団体 奈  良 函  館 北  九 州 呉

ロ
フフ

子

個人
(複 )

浅 野 慎 吾

古 橋  健
(仙 台 電 波 )

智 彦

幸 裕

城 )

辻 本
小 池
(宮

前 田

園 田

(  ノヽ

孝 彦
高 士

代 )

下 田
′」ヽ  り||

(苫 ノl

託 郎
修

牧 )

個人
(単 )

古 橋  健
(仙 台 電 波 )

本 山 宏 士

( 呉 )

福 家 信 洋
(奈 良 )

高 橋  章
(長 岡 )

女
子

個人
(複 )

平 田 宏 美
永 松 瑞 穂
(有 明 )

稲 田 真 由 子
佐 藤 久 美
(米 子 )

植 松 悦 子
塩 崎 雪 乃
(新 居 浜 )

伊 藤 寿 子
大 久 保 範 子
(官 城 )

個人
(単 )

柴 垣 智 美
(熊 本 電 波 )

永 松
(有
瑞 穂
明 )

稲 田 真 由 子
(米 子 )

鴨 川 奈 緒
(東 京 )

第

十

回

大

分

団体 ノヽ     イ式t 宇  部 旭  川 佐  世  保

中
フフ

子

個人
(複 )

辻 本 智 彦
小 池 幸 裕
(宮 城 )

福 家 信 洋
山 口 真 治
(奈 良 )

宮 崎 宏 志
川 田 恵 寛
(宇 部 )

渡 邊 泰 彦
高 橋 正 三

(函 館 )

個人
(単 )

甲 斐 義 樹
(北 九 州 )

宮 崎 宏 志
(宇 部 )

聖 幸

田 )

伊 藤
(秋

小 池 幸 裕
(宮 城 )

女

子

個人
(複 )

森 崎 優 子

富 田 祐 加

(人 代 )

渡 辺 真 由 子

稲 沢 理 代
(石 川 )

奈 緒
千 尋
京 )

弔偏計 り||

川 畑

(東

高 橋 千 春
戸子台 明 日香
(苫 小 牧 )

個人
(単 )

柴 垣 智 美

(熊 本 電 波 )
楠 野
(旭
由 佳

川 )

理 代
川 )

稲 沢

(石
堀 内 智 美
(都 城 )

弟

十

回

岐
阜

団体 人  代 仙 台 電 波 苫 ′lヽ 牧 |11_

中
フフ

子

個人
(複 )

澤 田 浩 介
横 山  弘
(高 知 )

斯 波 順 一

齋 藤 太 賀 哉
(都 立 )

明 智
亮 介

明 )

板 橋
吉 開
(有

安 藤 俊 雄
鹿 屋 啓 一

(詫 間 電 波 )
個人
(単 )

堺
(

博

山

明
)

今 村  悦 郎
(新 居 浜 )

大 江 裕 介
(岐 阜 )

仲 山 久 也
(苫 小 牧 )

女

子

個人
(複 )

鴨 川 奈 緒
川 畑 千 尋

(東 京 )

富 田 祐 加

森 崎 優 子
(人 代 )

真 由

理
渡 辺

稲 沢

(石

子

代

)

中 野 裕 貴 枝
田 中 香 織
(新 居 浜 )

個人
(単 )

鴨 り|1   奈 緒
(東 京 )

山 内 沙 織
(新 居 浜 )

堀 内 智 美
(都 城 )

楠 野
(旭
由 佳

川 )

-47-



+
ノヽ
′ ヽ

場 千重日 1  イ立 2 位

第

二
十

二
回

人

王

子

団 体 人  代 高   知 |ll. 官  城

男

子

人

動

個

絆

史
則
＞

崇
彰
城

木
原
官

鈴
菅
＜

千
↑

」
ユ

雄 治 朗
●
、
／
１

上
本
人

園
岩
＜

澤 田 浩 介
弘

＞

横

＜ 知

哉
朗

＞

賀

二

‥〓″

太

文

、
．
郭

藤
木
尋

齋
鈴
＜

入

ヽ

＞

個
ノ
鮮

容

＞

土早
一泉

毛

東

成

＜

志

＞

貴

川
澤
旭
滝
＜

弘

＞
山横

＜ 知

介

＞
浩
知

田
高
澤
＜

女

子

人
妙
個
∈

美
美
＞

智
真
城

内

井
都

堀

臼
＜

恵
織
＞

瑞
沙
‘居

木
内
新

鈴
山
＜

恵
代
＞

ｉ
理
川

生
沢

石

東
稲
＜

尋

子
＞

千
紀
京

田
美

束

ル
バ
　
　
　
．―
´

川
林
＜

ヽ

ヽ

＞

個
ノ
暉

美

＞

智

城

内

都
堀

＜
沙 織山 内

(新 居 浜 )

●
ヽ
ル
ー

＞

理
川

沢
石

稲
＜ 鹿 児 島 )

東

＜
久 美 子

第

二
十

三

回

南

国

団体 北  九 州 東  京 仙
′ヽ
ロ 電 波 新 居 浜

男

子

人
助
個
∈

輔

紀

＞

耕

友

洲九

田

田

ヒ

山
有

＜

智

介

＞

明
亮

明

橋

開
有

板

吉

＜

樹
篤
＞

真

　
子

奇

・

上

，
米

大

宮

＜

容

司
＞

章
武
京

毛

路

東

成

川

＜
へ

ヽ

＞

個
ノ
蝉

容

，

三早
一只

毛
東

成

く

弘

＞知

山横

＜

官

＜
崎 篤

＞子米

和

＞

豊

代

上

人

園

＜

女

子

人

⇒

個

“

美

生

＞

由
弥

引九

元
本
ヒ

則
福

＜

美
美

＞

智
真

城

内

井
都

堀

臼
＜

恵
子
＞

宏
捺
良
司

　

．

地
崎
奈

隠
＝
＜

尋
香

＞

千
美

京

畑

山
東

川
大

＜
人

、

＞

ン
ヨ
■

個

↑
福 本 弥 生

(北 九 州 )
美

＞

由

州九

一
Ｌ
一
フ

レ
し

日
パ
＜

沙

(新 居 浜
山 内 織

＞
真 理 子
秋

岡 田

第

二
十

四

回

函

館

団体 北  九 州 人  代 苫 ′1ヽ  牧 仙 台 電 波

男

子

人
Ｄ

個

∈

輔

紀

＞

耕

友

洲九

田

田

ヒ

山
有

＜

了
↑」
呈
朗

＞

治

‥

雄

．

本

ノ

岩

＜

園 上 紀
介
＞

知
陽
山

澤
井
富

松
沢
＜

輔

平

洋

亮

山台 電 波

山

花
奥
立
“

入

ヽ

＞

個
ン
鮮

介

＞
亮

明

開
有
吉
＜

容

＞

章

京

毛
東

成

＜

■
臀奥 山

(仙 台 電 波 )
平 岡 旭 洋

(鹿 児 島 )

女

子

人

Ｄ

個

¢

美

生

＞

由

弥

洲九

元
本

ヒ

則
福

＜

尋

香

＞

千
美

京

畑

山
東

川
大

＜

奈
美
可
絵

野
上

犀
，
こ

槍
井
崎

宏 恵

可奈 子
良

地
崎
奈

隠
＝
＜

ヽ

ヽ

＞

個
ノ
蝉

生

＞

弥

り‐九

本

ヒ

福

＜
香

＞
理

ｒ

恵

．ィ明

田●Ｌ
■
● 恵

＞

宏

良
地
奈

隠

＜

美

＞

由

り、九

元

ヒ

ロ
バ
＜

第

二

十

五

回

旦
（

団体 北  九 州 只東 富   山 佐  L 保

男

子

入

ヽ

＞

ノ

告
久

個

い

輔

紀

＞

耕
友

り、‐九

田

田

ヒ

山
有
＜

尚

和

＞

裕
り、‐九

村

田
ヒ

奥

内

＜

篤

也

＞

達

子

奇１
．
卜
●

レ
ヽ

＋
ナ

、
一ノ

官

筒

＜

樹
輔
”

靖
大
電

野
木
扉
ン
●

北
元
鯖

ヽ

ヽ

ヽ

′

個
ノ
暉

尚

＞

二
　
，―、‐″
九

＋
り

，
↑奥 野

晨
，
し

レ

し

■
―

靖 樹

電 波 )

史

＞

壮

々

澤

苫

大

＜

児

＞

孝

松
井
高

安

＜

女

子

人

助

個

¢

恵

子
＞

宏
際
良
司

地
峙
奈

隠
＝
＜

紀
奈
＞

美
広
明

本
部
有

柿
岡
＜

子
香

＞

紀

美

京

美

１
・ｔ

Ｌ

，

林
大
＜

子
＞

郁

石

條

明

恵 理 香田白Ｅ
い
，

人

ヽ

ヽ

フ

個
フ
蝉

恵

＞

宏
良

地
奈
隠

＜
恵 理 香田白Ｅ

い
●

石明

有 希 子佐 伯

(富 山 商 船 )

●

ノおか
館

瓶

函

一
．

＜

第

二
十

六

回

Ｌ
”
●
　
ヽ
コ

ん
――

プ
ロ

団体 北 九 州 富  山 有  明 苫 小 牧

男

子

人

、

ヽ
フ

ノ

盲
久

個

け

輔

紀

＞

耕

友

州九

田

田

ヒ

山
有
＜

尚

和

＞

仁

裕

州九

村

田
ヒ

奥

内

＜

輔
順
＞

大
敬

ち居

智
木
新

越
真
＜

茂 樹
輔

＞

大

浜
椰
居

■
一口
　
　
′

我
新

曽

＜

高 橋

人

、

ヽ
′

個
ノ
岬

裕 和内 田

(北 九 州 )
尚

＞

ニ

ー‐
川

″
」

‘―一
４
ノ

＋
１
＋
↑

レ
Ｌ

奥

＜
史

＞

壮

ｔ
澤
苫
大

＜
一
＞
謙
良

井
奈
笹
＜

女

子

人
”
個
け

奈
紀
＞

広
美
明

部
木
有

岡
柿
＜

恵

子
＞

宏
友
良

地
村
奈

隠
木
＜

美 香

加 津 美
工只

大 山

‥
東

木鈴
＜

美

佳

＞

彩

静

み居

智
井
越
酒

新
入

ヽ

ヽ
′

個
ノ
岬

美

＞

青

ヽ

日
′
―

野
人

栂
＜

沙
＞
美

明

木
有
柿
＜

恵
＞
宏
良

地
奈
隠
＜

ｎ
フおか

館

瓶

函

三

＜
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大
∠、

場 種 目 2  位 3 f立

,,

―
「
七

回

牧

園

団体 北  九 州 富  山 明  石 秋   田

男

子

個人
(複 )

上 田 淳 一

峠 畑 陽 平

(北 九 州 )

森 川 智 也
岡  憲 司
(高 松 )

高 崎 康 弘
山 下 茂 喜
(富 山 )

阿 部 真 樹
千 田 章 裕
(宮 城 )

個人

(単 )

有 田 友 紀
(北 九 州 )

伊 藤 広 明
(秋 田 )

安 井 孝 児
(高 松 )

生 田 目 晃 志
(東 京 )

女

子

個人
(複 )

馬瀬 口 奈都絵
松 井 は る か

(富 山 )

野 口 真 奈 美
下村 美 奈 子
(米 子 )

栂 野 晴 美
上 田 知 里

(人 代 )

柿 木 美 沙
恵
)

立 山 喜 美

(有 明
個人

(単 )

栂 野 晴 美
(人 代 )

美 沙

明 )

柿 木
(有

久 保 静 佳
(鳥 羽 商 船 )

佐 伯 由 希 子
(富 山 商 船 )

ワ,

十
ノヽ

回

富

山

団体 北  九 州 富  山 秋  田 明   石

甲
フフ

子

個人
(複 )

峠 畑 陽 平
阿 部 陽 輔
(北 九 州 )

辻 永

伊 藤
(秋

」二 局F
上 百

広 明

田 )

高 崎 康 弘
山 下 茂 喜
(富 山 )

中 西  亮
大 石 勇 佑
(富 山 )

個人
(単 )

安 井 孝 児
(高 松 )

長 嶋 隆 一

(明 石 )

=上
 ヽ   =L 7千
たL /ヽ   ―土  T〒

(秋 田 ) 九 州 )

淳 基玉

(

井
ヒ」

女
子

個人
(複 )

馬瀬 口 奈都絵
松 井 は る か

(富 山 )

栂 野 晴 美
上 田 知 里

(人 代 )

赤 瀬 美 紗
米 元 麻 由 美
(大 島 商 船 )

勝
久

(鳥

又

保

ネL I奈
静 佳
商 船 )

個人

(単 )

栂 野 晴 美
(人 代 )

柿 木 美 沙
(有 明 )

松 井 は る か

(富 山 )

久 保 静 佳
(鳥 羽 商 船 )

第

十

九

回

東

京

団体 北  九 州 鶴  岡 明  石 有  明

中
フフ

子

個人
(複 )

中 嶋 祐 紀
峠 畑 陽 平
(北 九 州 )

安 孫 子 拓 也

晴 山 桂 輔

(官 城 )

大 沼
菅 原
(鶴

喜 也

康 之

岡 )

中 田 孝 広

山 光 唯 斗
(釧 路 )

個人
(単 )

伊 藤
(秋
広 明

田 )

森 川 智 也
(高 松 )

田 上 拓 弥
(有 明 )

生 田 目 晃 志
(東 京 )

女
子

個人
(複 )
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